予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：森林整備費
	事業名　新 林業労働力調査システム改修費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

林政部　森林整備課　森林組合・担い手係　電話番号：058-272-1111（内3197）

　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　 

１　事業費　　1,512千円（前年度予算額：   ―   千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,512
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,512

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
効率的な森林技術者の育成、雇用環境の改善等の施策を実施するため、県内の林業労働力の現状についての調査を、昭和56年度から実施してきた。
近年、県内の森林資源は成熟期に入り、「植えて、育てる」保育型林業から「伐って、利用する」生産型林業への移行が急速に進んでいる。
現行の調査システムは、保育型林業に対するデータの収集を主としており、今後必要とされるデータの収集に対応できていない点が多い。

（２）事業内容

調査結果を今後の施策により的確に施策に活かすために、これまでの調査項目を今後必要となる調査項目へと改修する。
①主な改修内容

　・資格・免許等の取得状況の変更(4つの人材を新たな資格として追加)

　・事業体の民有林・国有林別の素材生産量の集計項目の追加

　・事業体の作業種ごとの班数の集計の追加

・集計不要な資格の削除　等
（３）県負担・補助率の考え方

・県10/10
　　　・県の今後の施策に反映させるための基礎データを収集するための調査システムの改修であるため、県が実施する。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	1,512
	システム改修費

	合計
	1,512
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
岐阜県森林づくり基本計画の目標値の一つである「森林技術者数」は本調査のデータを参照している。
（２）事業主体及びその妥当性

　　　改修能力を有する民間会社に委託を行う。
（３）後年度の財政負担
　　　　なし

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・林業労働力の調査システムを改修し、調査結果を今後の施策により的確に反映する。



（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	森林技術者数

（人）
	1,346
（H16）
	1,137

（H18）
	1,161

（H23）
	1,109

（H24）
	1,220

（H28）
	91％



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	・今後、時代のニーズにあった施策を企画、実行する上での必要なデータを収集するための改修であり、必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・改修にあたっては、今後の林業の変化にもある程度対応できるような、汎用性のあるシステムをする必要がある。


（次年度の方向性）
	・改修されたシステムで得られたデータを、的確に施策に反映する。



